
厚木市防災用地震体験車運行要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市民等が防災用地震体験車（以下「地震体験車」という。）による震

度体験訓練（以下「体験訓練」という。）を通じて、地震発生時の対応方法を習得するこ

と並びに市民等の防災意識の啓発活動を推進するため、地震体験車の運行について必要な

事項を定めるものとする。 

（管理者等） 

第２条 地震体験車の維持管理と効率的な運行を図るため、管理者を置く。 

２ 管理者は、防災主管課長をもって充てる。 

３ 管理者は、地震体験車が常に良好な状態で運行できるよう努めなければならない。ただ

し、消防本部において訓練指導のために運行する場合は、訓練指導主管課長が運行管理を

行うものとする。 

（運行時間等） 

第３条 地震体験車の運行時間は、原則として午前９時から午後５時までとする。ただし、

管理者が特に必要と認めた場合は、この時間を変更して運行することができる。 

２ 地震体験車の運行は、原則として雨天の場合は行わないものとする。 

（運行の促進） 

第４条 地震体験車は、市が行う防災訓練及び火災予防運動等の行事において運行するほか、

自主防災組織、学校、事業所その他の団体（以下「団体等」という。）が行う防災訓練に

おいて、積極的に運行するものとする。ただし、事業所等が営業を目的として運行する場

合は除く。 

２ 管理者は、地震体験車の効率的な運行を図るため、地震体験車による震度体験訓練計画

を策定するものとする。 

（地震体験車体験訓練の申請） 

第５条 体験訓練を希望する団体等は、地震体験車震度体験訓練申請書（第１号様式）を市

長に提出しなければならない。 

（地震体験車の取扱い） 

第６条 地震体験車の運行及び操作は、別に定める操作マニュアルに基づき、適正かつ確実

に行うものとする。 

（体験訓練以外の使用） 

第７条 地震体験車は、災害時における資機材の運搬その他防災主管部長が特に必要と認め

たときは、体験訓練以外に使用することができる。 

（保守点検） 

第８条 地震体験車の機能の維持と安全確保を図るため、地震体験車の運転操作員は、運行

の前後に保守点検を確実に行うものとする。 

２ 前項に規定する保守点検を行った者は、速やかに点検の内容を地震体験車点検報告書

（第２号様式）により管理者に報告するものとする。 

（報告） 

第９条 地震体験車を運行したときは、訓練指導日誌（第３号様式）に所要の事項を記載し、

管理者に報告するものとする。 



 

附 則 

この規程は、昭和59年９月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成19年11月16日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成20年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成20年６月９日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成30年２月１日から施行する。 



第１号様式（第６条関係） 

 

地震体験車震度体験訓練申請書 

平成  年  月  日 

 （あて先） 

  厚木市長 

団 体 名                 

住  所                 

代表者名                 

担当者名                 

電話番号                 

１ 運行日時 
平成   年   月   日（  ） 

午前・午後   時   分 ～ 午前・午後   時   分 

２ 実施場所  

３ 対象者及び 

参加人員 

□ 自主防災隊             人 

□ 一般市民              人 

□ 児童・生徒             人 

□ 事業所等              人 

４ 訓練の目的 

 

 

 

 

５ 訓練の内容 

（実施する順番で記

入 

してください） 

１            時   分 ～   時   分 

２            時   分 ～   時   分 

３            時   分 ～   時   分 

４            時   分 ～   時   分 

５            時   分 ～   時   分 

※雨天の場合は安全管理上、運行を中止します。 



第２号様式（第９条関係） 

地震体験車点検報告書 

 

点検月日    年   月   日 走行距離 ｋｍ 

 

点検個所 点検個所 良否 備考 

ハンドル 遊び、ゆるみ、がた、操作具合   

ブレーキ 
ペダルと床板とのすき間、きき具

合 

  

タイヤ 
空気圧   

溝の深さ、亀裂、損傷   

原動機 

エンジンのかかり具合   

ラジエーター等からの水もれ   

冷却水の量   

ファンベルトの緩み、損傷   

エンジンオイルの量、汚れ   

乗車装置 ドアロック、シートベルトの損傷   

燈火装置 点滅具合、汚れ、損傷   

方向指示器 作用   

警音器 作用   

窓ふき器及び 

洗浄液等 

作 用、洗浄液の量、噴射装置   

後写鏡、反射鏡 射 影   

電気装置 バッテリー液の量   

計器 速度計、燃料計、水温計の作用   

燃料装置 燃料の量 4/4       3/4       1/2      1/4    ※○をつける 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

※ 点検の結果、良好なときはレ印、異常のあるときは、×印を記入し、備考欄に異常内容

を記入する。 



第３号様式（第10条関係） 

訓練指導日誌 

１ 運行日時 
平成   年   月   日（  ） 

午前・午後   時   分 ～ 午前・午後   時   分 

２ 実施場所  

３ 参加人員 

□ 自主防災隊             人 

□ 一般市民              人 

□ 児童・生徒             人 

□ 事業所等              人 

４ 特記事項  

５ 運行者  

 


